
平成28年度振興施策実施計画（年間） 
県北広域振興局 

アクションプ

ラン基本方向 
アクションプラン   

重点施策 
№ アクションプラン 主な取組内容 部名 頁 

Ⅰ 安全      

安心に暮

らせるま

ちづくり 

１ 防災対策の推進 (1) 地震・津波対策の推進 土木、林務、水産 1 

(2) 洪水・土砂災害対策の推進 土木部 2 

(3) 防災対策の強化 土木部 2 

２ 地域経済や暮らしを

支える社会基盤の整備 

(1) 物流の効率化を支援する道路、港湾の整備 
土木部 

3 

(2) 圏域内外の交流拡大を支える道路の整備 3 

 
(3) 生産性の向上を支える林道の整備 林務部 3 

Ⅱ 地域

資源を生

かした活

力ある産

業づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－１ 農林水産業の経

営体の育成と産地形成 

【農業】 

(1) 次代を担う多様な経営体の育成 

農政部 

5 

(2) 地域資源を活用した産地力の強化 8 

(3) 地域特性を生かした農畜産物の高付加価
値化 

11 

(4) 農山村の活性化 12 

３－２ 農林水産業の経

営体の育成と産地形成 

【林業】 

(1) 地域をけん引する林業経営体の育成と適
切な森林整備の促進 

林務部 

13 

(2) 木材のカスケード利用に対応できる生産
体制づくり 

14 

(3) 特用林産物の生産及び流通・販売体制の強
化 

15 

３－３ 農林水産業の経

営体の育成と産地形成 

【水産業】 

(1) 生産基盤等の復旧と整備 

水産部 

16 

(2) 生産物生産体制の強化 16 

(3) 安全・安心な水産物の供給、販路開拓と付
加価値の向上 

16 

(4) 担い手の確保と育成 17 

４ 体験・交流型観光の展

開 

(1) 特色ある地域資源を活用した観光の推進 

経営企画部 

18 

(2) 受入れ態勢の強化及び観光を担う人材の育成 18 

(3) 広域連携の強化及び情報発信による誘客の促

進 20 

５ 地域資源を生かした

食産業の振興 

(1) 事業者の経営課題に応じた支援 

経営企画部 

21 

(2) 北いわて食材の認知度向上 21 

(3) 食産業を担う人材の育成 21 

(4) 安全・安心を支える体制の整備 21 

６ ものづくり産業の振

興 

(1) 企業の経営課題に応じた支援 

経営企画部 

22 

(2) 地域の特徴的な産業の振興 22 

(3) ものづくりを担う人材の育成 22 

(4) 安全・安心を支える体制の整備 23 
 

 

 

資料Ｎｏ，２ 



 

 

アクションプ

ラン基本方向 
アクションプラン   

重点施策 
№ アクションプラン 主な取組内容 部名 頁 

 ７ 雇用機会の確保と若

者の地元定着 

(1) 安定的な雇用機会等の確保 
経営企画部 

24 

(2) 若年者等の就業支援・地元定着支援 24 

Ⅲ 健康

で住みよ

い地域づ

くり○○ 

８ 地域における医療と

健康づくりの推進 

(1) 被災住民への健康支援と医療体制の再構築 

保健福祉環境部 

25 

(2) 医療連携及び保健・医療・介護・福祉連携
の推進 

25 

(3) 自殺対策の推進 25 

(4) 脳卒中をはじめとする生活習慣病予防の
推進 

26 

(5) 健康危機管理対策の推進 27 

 ９ 地域で支えあう福祉

の推進 

(1) 被災した児童、高齢者、障がい者への支援 

保健福祉環境部 

28 

(2) 地域で支える子育て支援 28 

(3) 地域で支える高齢者支援 28 

(4) 障がい者の自立生活支援 29 

(5) 生活困窮者の自立支援 29 

(6) みんなが住みやすいまちづくりの推進 29 

10 良好な環境の保全 

 

(1) 環境を守り育てる人材の育成と協働の推進 

保健福祉環境部 

30 

(2) 良好な水環境の確保 30 

(3) 廃棄物の適正処理の推進 30 

(4) 青森県境産業廃棄物不法投棄事案への対応 30 

(5) 放射線量のモニタリング 

 

 

30 

11 定住環境の整備と地

域コミュニティの活性

化 

(1) 交通安全対策の推進 
土木部 

31 

(2) 地域の生活環境の整備 32 

(3) 
地域コミュニティの活性化及び交流連

携・移住定住の促進 
経営企画部 33 

Ⅳ  その

他重要施

策○ 

12 若者・女性の活躍支援 

 

(1) 地域の魅力づくり・発信の促進 

経営企画部 

35 

(2) 若者等の就業支援・地元定着支援 35 

(3) 魅力ある企業の育成 35 

13 国体の推進   経営企画部 36 

14 北いわて情報発信 (1) 圏域内の住民への情報発信の強化 
経営企画部 

36 

(2) 圏域外での北いわての認知度向上 36 

15  経営企画部県税室 (1) 久慈県税室 
経営企画部 

県税室 

37 

(2) 二戸県税室 38 
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 項  目 平成28年度の取組方向 

１ 防災対策の推進 

(1) 地震・津波対策の推進 

 

【復興】 

１ 震災により被災した施設の早期復旧・整備を推進 

(1) 県管理の公共土木施設の復旧工事（全体87件） 

・４月～：復旧工事の推進（未完了工事11件） 
(2) 防災集団移転促進事業関係 

①主要地方道野田山形線 野田地区 

    ・4月～：道路改良工事の推進 

   ・4月～：橋梁上部工工事の推進 
(3) 漁業集落防災機能強化事業関係 

 ①一般県道安家玉川線 下安家地区  （野田村） 

    ・4月～：道路改良工事の推進 

   ・4月～：道路舗装工事の推進 
  ・H28年度事業完了予定 

②一般県道八木港線 八木地区（洋野町） 

  ・4月～：道路改良工事の推進 

・H28年度事業完了予定 

(4) 防潮堤嵩上げ関係 

①  二級河川久慈川 

   ・4月～：防潮堤嵩上げ工事の推進 

・4月～：付替市道橋梁工事の推進 

・4月～：用地・物件補償事務の推進 

② 二級河川夏井川 

   ・4月～：防潮堤嵩上げ工事の推進 

・4月～：旧橋撤去・橋梁下部工工事の推進 

(5) 港湾・海岸保全施設の復旧・整備関係 

① 野田地区海岸 
・4月～：防潮堤工事、水門等工事の推進 

② 八木地区海岸 
・4月～：防潮堤工事、陸閘等工事の推進  

・H28年度事業完了予定 

③ 水門・陸閘の遠隔操作化 

    ・4月～：遠隔化工事の推進 （本庁） 

   ・6月：遠隔化安全周知設備工事の発注 

(7) 林業関係 

 野田村前浜地区防潮堤について速やかな復旧を実施する。 

 また、野田村等との合意形成を図りながら、海岸防災林の再生計画を作成するとと

もに、早期着手が可能な箇所の造成を実施する。 

ア 林野庁所管の県管理施設の復旧工事（野田村前浜地区防潮堤L=1,339m） 

・H27繰越（その4工事L=1,040m） 

・H28   （その5工事L=299m） 

イ 海岸防潮林の再生 

(ｱ）前浜地区再生計画の作成 

・6月 ：調査測量発注 

・10月：住民等意見交換会 

(ｲ）その他 

・大湊地区他1地区（1.04ha） 
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 項  目 平成28年度の取組方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【復興以外の治山事業】 

[久慈] 早坂地区ほか3地区（4件） 

・H27繰越工事 1件 

・H28工事   3件 

[二戸] 織詰地区ほか3地区（5件） 

・H27繰越工事 1件 

・H28工事   4件 

 
(8)  水産関係 

県管理の漁港施設の復旧工事 
（全体67件中、H26末に65件完了） 

・4月～：平成26年度に引き続き復旧工事（海岸）の実施 

・3月 ：海岸復旧H28完了予定 
 

(2) 洪水・土砂災害対策の

推進 

 

１ 洪水・土砂災害が懸念される地区における河川改修や砂防施設等の整備を推進 

【河川事業】 

(1) 馬淵川・安比川 

・６月～：測量業務の推進 

【砂防事業】 

(1) 平糠沢 豊岡地区（一戸町） 

・７月～：渓流保全工事の推進 

(2) 似鳥の沢 似鳥の沢地区（二戸市） 

・７月～：渓流保全工事の推進 

【急傾斜地崩壊対策事業】 

(1) 道ノ上地区（二戸市） 

  ・７月～：急傾斜地崩壊対策工事の推進  

(2) 八幡舘地区（二戸市） 
・７月～：急傾斜地崩壊対策工事の推進 

 

２ 改正土砂災害防止法に基づき、土砂災害のおそれのある区域の基礎調査を推進 

 (1) 土砂災害危険箇所の基礎調査 
  ①久慈管内 

・４月～：基礎調査の推進（90箇所実施予定） 
  ②二戸管内 
   ・７月～：基礎調査の推進（142箇所実施予定） 
 (2) 土砂災害警戒区域等の住民への周知と指定の推進 

  ①久慈管内 
・４月～：土砂災害警戒区域等の指定の推進（87箇所指定予定） 
・４月～：住民説明会の定期開催 

  ②二戸管内 
・５月～：土砂災害警戒区域等の指定の推進（86箇所指定予定） 
・10月～：住民説明会の定期開催 

(3) 防災対策の強化 
１ 防災意識の向上や災害時の的確な行動を確保するための啓発活動として、津波防災出
前講座を開催 

・４～６月：２回 

・７～９月：２回 

・10～12月：２回 
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 項  目 平成28年度の取組方向 

２地域経済や暮らしを支える

社会基盤の整備 

(1)物流の効率化を支える道

路、港湾の整備 

      

 

(1) 物流の効率化を支える道路、港湾の整備 
 内陸部から三陸沿岸地域へアクセスする道路やインターチェンジへアクセスする道
路である復興支援道路や復興関連道路を中心とした県が所管する幹線道路の整備を推
進 

 
① 一般国道281号 案内地区 
・4月～：トンネル舗装工事の推進 
・4月～：橋梁上部工工事の推進 
・4月～：明かり部改良舗装工事の推進 
・10月～：トンネル設備工事の推進 

② 一般国道281号 下川井地区 
  ・4月～：トンネル詳細設計及び道路詳細設計の推進 
③ 主要地方道野田山形線 野田地区 

・4月～：道路改良舗装工事の推進 

④ 一般県道普代小屋瀬線 芦渡の２地区 

 ・4月～：道路改良舗装工事の推進 

  ・H28年度事業完了予定 

⑤ 一般県道明戸八木線 小田の沢地区 

 ・4月～：道路詳細設計の推進 

・4月～：用地・物件補償事務の推進 
⑥ 主要地方道二戸五日市線 浄法寺バイパス地区 
・4月～：現道修繕工事の推進 

 ⑦ 一般国道340号 駒板地区 
・4月～：道路改良舗装工事の推進 

⑧ 一般県道一戸浄法寺線 中里地区 
・4月～：用地補償事務の推進 
・9月～：橋梁下部工工事の推進 

⑨ 一般県道二戸軽米線 長嶺地区 
・4月～：用地補償事務の推進 
・4月～：道路改良工事の推進 

⑩ 一般国道340号 長興寺地区 
・4月～：用地補償事務の推進 
・6月 ：埋蔵文化財の試掘調査 
・H29.3月～：道路改良工事の推進 

⑪ 一般国道395号 赤石峠地区 
・4月～：道路改良工事の推進 

(2)圏域外の交流拡大を支援

する道路の整備 

 

 圏域へのアクセス改善及び県際道路のあい路解消や県内各地を周遊する観光客の利便性
向上を図るための道路整備を推進 
 
◎ 一般県道野田長内線 小袖～大尻地区（拡幅） 

 ・4月～ ：工事発注に向けた関係機関との調整 

・10月～：道路改良工事の推進（全面通行止にて施工） 

 

(3)生産性の向上を支える林

道の整備 

 

継続路線の早期完成を図るとともに、森林経営計画、森林資源状況を踏まえた路網の整
備を図る。 

(1) 八木玉川線（洋野町） 延長：（800）ｍ 

・ 7月：工事契約 

・ 3月：工事完了 

(2) 安孫・平糠線（一戸町） 延長：437ｍ 

・6月：工事契約 

・1月：工事完了 
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 項  目 平成28年度の取組方向 

(3)生産性の向上を支える林

道の整備 

 

(3) 毛無森線（二戸市） 延長：600（711）ｍ 

・3月：工事契約 

・12月：工事完了 

(4) 折爪岳線（九戸村） 延長：304ｍ 

・6月：工事契約 

・10月：工事完了 

(5) 花見舟打線（二戸市） 延長：310（400）ｍ 

・6月：工事契約 

・1月：工事完了 

(6) 朴舘線（一戸町） 延長：（2,900）ｍ 

・5月：委託業務契約 

・3月：業務完了 
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 項  目 平成28年度の取組方向 

３－１農林水産業の経営体の
育成と産地形成 
(1)次代を担う多様な経営体
の育成 

  

 

認定農業者など意欲的な農業者や集落営農組織の経営発展を重点的に支援し、安定的に

農業所得が確保できる経営体の育成を図る。 

○ 認定農業者の確保と経

営改善計画の達成 

① 認定農業者の確保 

・地域農業マスタープランの中心経営体を認定   

 農業者へ誘導（市町村と連携し対象者を選定・誘導10名、経営改善計画の作成支援） 

 ※56プラン作成（久慈23、二戸33） 

 ② 経営改善計画の達成に向けた取組支援(新) 

・認定農業者のネットワーク形成（認定農業者組織の交流研修会を開催） 

・単年度計画の作成・取組支援（市町村と連携した作成誘導と進捗管理 122計画） 

○ 将来の地域の中核とな

る経営体の育成 

 

① 重点指導農家の技術向上・経営発展の取組支援 

・経営改善計画基づく単年度計画の作成及び技術・経営向上への取組支援（達成に向け

た個別訪問等による重点支援、関係機関・団体で選定した25戸程度を対象予定） 

 

 ② 規模拡大に意欲のある経営体の経営発展支援 

・ほうれんそう農家5名の経営発展計画の実践支援（H27年度の研修成果の実践支援） 

・農業経営発展セミナーの開催 

（規模拡大等に意欲的な認定農業者等の経営改善に必要な知識の修得等 2回） 

 ③ 経営発展に意欲的な農業者への支援 

・概ね5年で販売額1,000万円を目指す経営体の実践的な取組支援（各市町村から1経

営体を想定 8経営体、また、それらの取組成果や課題解決の事例を作成・波及） 

 ④ 基盤整備地区における集落営農組織の経営力の向上支援 

【宇部川地区・宇部川ファーム（久慈市・野田村）】 

・農地中間管理事業を活用した農地集積による規模拡大（新たに10haを集積） 

・50ha の作付け体系の構築（直播技術と飼料用米(稲 SGS)を組み合わせた省力化・効率

化等の技術の実証 直播25ha・うちSGS 2ha） 

【金田一営農組合（二戸市）】 

・法人組織の経営力向上支援（乾田直播栽培の拡大・栽培管理技術体系の構築、飼料用

米の栽培技術指導） 

 ⑤ 基盤整備地区の集落営農組織の体制確立支援 

【川又地区営農組合（二戸市）】 

・法人化支援（組合の体制作り、法人化への意識の醸成） 

【鳥海地区営農組合（一戸町）】 

・法人化に向けた組織体制の構築、経理の一元化支援 

 ⑥ 多様な取組を行う集落活動の活性化支援 

【長倉集落（軽米町）】 

・雑穀の安定多収生産指導(5～1月) 

・機械の共同利用促進支援 

【大清水地区営農組合（軽米町）】 

・コンバイン稼働面積の拡大支援(5～11月) 

・大豆安定多収生産指導(5～1月) 

・法人化に向けた検討支援 

  



平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 

 ６ 

 項  目 平成28年度の取組方向 

 

 

 

 

⑦ 安定的な農業所得が確保できる経営体の育成 

・リーディング経営体を目指す候補者の育成（新 

 たな候補者の確保と既候補者の経営計画実践支 

 援 5戸） 

  

○ 新規就農者の確保・育成 

 

新規就農者の確保と就農初期における経営の安定化を支援 

① 新規就農者の確保(新) 

・SNS等を積極的に活用した情報発信（農業に関心のある志向者から就農希望者を対象に

幅広く情報発信 新規就農者確保・育成APの実践） 

・新規就農者・新規栽培者の確保（体験研修・見学会・相談会等の開催 36名、就農に

係る課題把握） 

 ② 就農初期における経営の安定化を支援 

・新規就農者の定着支援（関係機関・団体による定期巡回 6 回・38 名、新規就農者間

の交流支援6回） 

・就農から概ね 5 年以内の新規就農者を対象としたステップアップ塾の開催（農業の基

礎技術や経営発展計画の作成・取組を支援するための現地・座学研修等 3回） 

 

○ 女性農業者の経営参画  経営ビジョンを作成できる女性農業者の育成 

 ①女性農業者の技術向上支援 

・農業女子セミナーの開催（農業経営能力の修得や仲間づくりのための研修等 4回） 

 ②女性農業者の活動・交流支援 

・酪農女性活動の促進（他地区との交流、酪農製品ＰＲ・食育支援、2団体） 

・女性農業者のネットワークの構築支援（農山漁村女性組織の活動・研修会開催等支援） 

○ 農地中間管理事業を活

用した経営規模の拡大や

作業の効率化等による経

営の向上への取組 

① 農地中間管理事業を活用した経営規模の拡大 

・農地利用集積の取組支援（農地中間管理事業モデル8地区の取組の波及）  

 

 ② 基盤整備地区における集落営農組織の経営力向上支援（再掲） 

【宇部川地区・宇部川ファーム（久慈市・野田村）】 

【金田一営農組合（二戸市）】 

 
○ 水田整備の円滑な推進 

 

 

被災農地を含む中山間地域等の水田整備を推進し、区画拡大や農地集積による経営体の

営農の効率化を図る。 

 ① 実施地区の工事推進 

（久慈）：1地区 

○ 宇部川地区（久慈市・野田村）〔H25～H30〕 

・前年度工事（ 28 ha）の仕上げ ⇒ 地区全域（80ha）で営農開始（5月） 

・頭首工工事（2箇所）、暗渠排水、補完工事の実施 

 

  

 



平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 

 ７ 

 

 項  目 平成28年度の取組方向 

  

（二戸）：3地区 

 ○ 大清水地区(完了)（軽米町）〔H19～H28〕 

 ・農道舗装工事（1,130ｍ） 

 ・財産譲与手続き 

 ○ 川又地区（二戸市）〔H24～H33〕 

・前年度工事（9.6ha）の仕上げ 

 ・ほ場整備工事実施（10ha）（累計24ha/45ha） 

○ 鳥海地区（一戸町）〔H24～H34〕 

・前年度工事（5.3ha）の仕上げ 

・ほ場整備工事実施（15ha）（累計45ha/101ha） 

 

 ② 新規地区の採択に向けた調査 

（久慈）：2地区 

○ 林郷下地区（洋野町）：採択申請 〔H29採択希望25 ha〕 

○ 泉沢・中平地区（野田村）：調査計画の実施 〔H30採択希望22 ha〕 

（二戸）：2地区  

○ 山内地区（二戸市）：調査計画の実施 〔H31採択希望20 ha〕 

○ 福田地区（二戸市）：調査計画の実施 〔H31採択希望40 ha〕 

 ③ 基盤整備と一体的な担い手への集積の促進 

（久慈） 

○ 宇部川地区（久慈市・野田村）：農地中間管理事業による農地集積10 ha（再掲） 

○ 林郷下地区（洋野町）：調査地区の農地集積計画策定支援 

（二戸） 

○ 川又地区（二戸市）、鳥海地区（一戸町）：農地中間管理事業の実施に向けた営農組
織等の取組み支援（再掲） 

 ④ 地域の実情に応じた簡易な基盤整備 

（二戸） 

○ 海老田地区（二戸市：暗渠排水5.1ha）の工事実施 

 

○ 畑地かんがい施設整の 

計画的な推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

畑地かんがい施設の整備を推進し、畑作物の収量の安定化と品質の向上による農業経営

の安定化を図る。 

（二戸） 

① 実施地区の工事推進 

 ○ 奥中山中央（H17～H30）、東奥中山（H14～H29）：一戸町 

     男神・米沢・湯田地区（H21～H30）:二戸市 

  ・前年度工事仕上げ工一式(9.1ha) 

 ・畑地かんがい等工事の実施 (25.9ha 累計624.2ha / 729.5ha)    

  ・奥中山中央地区の計画変更・土地改良法手続き 

② 新規採択地区の円滑な事業着手 

○ 穴牛・村松・谷地地区（二戸市） 

・土地改良法手続き 

  ・用水管路工事着工 
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 項  目 平成28年度の取組方向 

 ③ 畑かん用水の利用促進に向けた取り組み（二戸市、一戸町、軽米町） 

 ・畑地かんがい効果調査の実施 

   （一戸町：「ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ＋ﾚﾀｽ」散水効果）（軽米町：「ブルーベリー」散水効果）         

 ・畑地かんがい実演会等の開催 

 ・畑かんマイスター出前講座 

 ・畑地かんがい啓発パンフレット作成 

 ④ 国営事業関連地区の合意形成 

 ○ 野々上、外山、新田野地区（二戸市） 

 （国営「馬淵川沿岸地区」関連） 

  ・新たな調査導入に向けた合意形成 

 ○ 軽米第一(仮称)地区（軽米町） 

（国営「八戸平原地区」関連） 

  ・野場地区畑地かんがい施設4haの工事実施 

  ・観音林第１地区畑地かんがい施設2haの採択手続き 

・モデル地区（観音林地区）における県営事業の構想作成、合意形成の促進（現地研

修や集落説明会） 

 

(2)地域資源を活用した産地

力の強化 

【園芸】 

 

 

協働支援活動を更に強化するとともに、新規栽培者の掘り起こし、労働力の確保を支援

する。 

 新技術や新品目の導入、畑地かんがい技術の活用拡大、経営の規模拡大による生産性の

向上、流通販売体制の強化等による収益性の向上、通年での所得確保に向けた冬春野菜生

産等の生産拡大に取り組む。 

○ 地域協働支援活動強化

による産地づくり 

 

① 地域協働支援体制の機能強化 

 ○ 生産者リーダーによる指導の継続 

 ○ 新たな生産者リーダーの育成、活動支援 

 ○ 生産者リーダーの活動強化のための交流会・研修会の開催 

（久慈） 

 ○ 新たな生産者リーダー（地域リーダー）の育成（４名）（新） 

  ・実証圃の設置や講習会の開催等による地域リーダーの育成 

  ・地域リーダーによる集落内生産者への指導に対する支援 

（二戸） 

 ○ 市町村園芸サポートセンターの活動支援（各市町村1回/月） 

  ・月例会議での情報交換、サポセン事業（実証圃、学校給食への食材提供等）の検討

と検証 

  ・生産者リーダーの技術指導による新規栽培者の技術向上 

 ② 新規栽培者の掘り起こしと担い手の育成 

（久慈） 

 ・ 27年度相談会参加者に対する情報提供、相談対応（新規栽培開始者2名） 

 ・ 新規栽培者募集相談会の開催（8月、１月） 

（二戸） 

 ○ 市町村園芸サポートセンターの活動支援（各市町村1回/月） 

  ・生産者リーダーの技術指導による新規栽培者の技術向上（再掲） 

  ・新規栽培者募集のための説明会・体験相談会開催（各市町村１回以上開催） 
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 項  目 平成28年度の取組方向 

○ 主力品目等の生産拡大 

（久慈） 

① ほうれんそうの生産拡大 

 ○ 生産者の個別課題に応じた単収向上支援 

 ・重点支援対象者に対する巡回指導 

  ・夏期多収技術実証圃等の設置（7～9月における単収9.9箱/a/1作）（新） 

  ・ほうれんそう品種選抜の実施（8月播種1品種） 

  ・ほうれんそう収量アップコンクールの実施(春、夏) 

 ○ 省力機械や施設導入による生産規模拡大 

  ・省力化機械体系（根切り機、一貫体系一式、等）の導入推進 

  ・機械化一貫体系の導入による大規模経営モデル農家育成（１戸） 

  ・遊休ハウス活用促進の仕組み検討 

 ② 園芸産地力の強化 

 ○ 園芸産地強化プロジェクトチームによる中長期的課題の検討 

  ・園芸品目構成、地域協働支援体制の強化に係る検討 

  ・ほうれんそう団地構想の検討 

 

○ 主力品目等の生産拡大 

（二戸） 

 

① 野菜の生産拡大 

 ○ きゅうり、トマトの作型分化による長期安定生産（新） 

  ・新たに栽培を開始するハウスにおける半促成作型・抑制作型の栽培指導（半促成作

型導入戸数 きゅうり12戸、トマト9戸） 

  ・点滴かん水装置の導入と肥培管理指導 

② 加工業務用野菜の生産拡大 

 ○ 春まき玉ねぎの栽培推進（2ha） 

 ・排水対策等の栽培指導（水田転作） 

③ 果樹の安定生産 

 ○ ブランドりんごの安定生産（新） 

・大玉生産のための技術指導 

・蜜入りセンサ・糖度計を活用した樹上での継続的な果実調査 

・収穫～出荷までの蜜入り・糖度調査による冬恋割合の向上（冬恋割合52％） 

 

○ 流通販売体制の強化等

による収益性の向上 

（二戸） 

① 流通販売体制の強化 

 ○ JA新いわて集出荷施設整備支援 

  ・ 対象：九戸村野菜集出荷施設 
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 項  目 平成28年度の取組方向 

【畜産】  乳質改善及び乳量増加や和牛繁殖の分娩間隔短縮など生産技術の向上を進め、飼料

基盤や牛舎等の生産基盤整備を推進する。 

 外部支援組織の機能強化、構築連携の推進、飼料生産や飼養管理の省力化・生産コ

ストの低減を図る。 

○ 和牛繁殖経営における
分娩間隔短縮などによる
生産性向上 

 
 
 
 

① 分娩間隔の短縮による生産性の向上 

 ○ 分娩間隔の短縮に向けた母牛の飼養管理改善（新） 

 ・分娩前後の増し飼い給与のモデル実証（久慈３戸、二戸３戸） 

 ○ 発情発見率向上に向けた発情発見器の実証・普及 

  ・発情発見器活用データの集積（久慈２戸） 

  ・実証に基づく活用方法の提示（２回） 

 ○ 分娩看視時間の短縮と分娩事故率の低減に向けた分娩看視カメラの普及 

  ・実証農家の拡大、普及拡大に向けたリーフレット作成 

○ 担い手農家の育成（繁殖
雌牛21 頭以上への規模拡
大） 

 
 

 

① 意欲ある担い手の規模拡大支援 

 ○ 優良繁殖雌牛の導入支援（久慈６頭、二戸６頭） 

 ○ 牛舎等生産基盤の整備支援（久慈：牛舎２棟） 

② キャトルセンターの機能強化（二戸） 

 ○ 利用率向上や経営改善に向けた検討 

○ 生産技術の向上による
乳質改善、乳量増加 

① 生乳の品質向上 

 ○ 全戸巡回（ミルキングシステム診断）による飼養管理技術指導 

 ・ミルキングシステム診断巡回及びチェックシート記帳確認巡回指導 

 ・全戸バルク乳モニタリング検査（６月） 

○ 規模拡大農家を対象とした乳質改善指導（久慈）（新） 

・搾乳立会による衛生管理指導を実施 

 ○ 生産性向上のための飼養管理改善（二戸）（新） 

  ・専門家の指導及び関係機関の定期巡回指導による飼養管理改善モデル実証（2戸） 

  ・実証農場での現地研修会の開催（12月１回） 

・改善活動の普及に向けた地域の集まりにおける事例紹介(12～2月、部会総会など) 

○ 規模拡大のための生産
基盤整備支援 

① 担い手農家の生産基盤の強化 

 ○ 規模拡大を図る酪農家の施設整備計画・牛舎設計の検討 

  ・牛舎整備に向けた設計検討（久慈２棟、二戸１棟） 

  ・草地造成（久慈15ha、二戸１ha） 

 ○ 畜産クラスター事業による機械導入推進 

・地域協議会の活動支援（新） 

（久慈：ＪＡ単位１協議会、二戸：市町村単位４協議会） 

○ 飼料生産の省力化、収量
の向上 

① 外部支援組織の機能強化による生産性向上 

 ○ 粗飼料の安定供給に向けた生産性向上対策 

  ・地域に適した多収品種の選定支援（地域協働による試験圃場の設置、収穫量の

調査） 

○ 新規ＴＭＲセンターの設立支援（二戸） 

・法人設立に向けた経営計画の作成、検討 

○ コントラクター組織における作業受託支援（二戸）（新） 

・飼料用トウモロコシ収穫作業機械の導入支援（３台） 
 ② 良質な自給飼料の生産（二戸）（新） 

 ○ 稲ＷＣＳの利用拡大 

  ・作業機械の導入支援（3台） 
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 項  目 平成28年度の取組方向 

(3)地域特性を生かした農畜
産物の高付加価値化 

県北地域の特色ある農畜産物の商品開発・販路拡大、新たな地域資源を活用した６次産

業化による高付加価値化の取組を支援 

 

○６次産業化等の取組啓

発・実践 

 

 

 

 

 

① ６次産業化実践者のすそ野拡大と発展 

（実践者の創出・誘導・レベルアップ） 

・６次産業化アプローチ研修会（6月） 

・６次産業化アプローチ現地見学会（2回）、実践研修（7～12月3回）(新) 

（二戸） 

・潜在的志向者の把握（意向調査）と取組誘導 

 

 （６次産業化支援体制の充実化） 

 ・県北地域６次産業化サポート会議開催（2回） 

・関係機関レベルアップ研修・６次産業化戦略構想策定に向けた勉強会（3回）(新) 

 ② 農村起業活動支援 

・実践講座の開催（10～2月：3回） 

・実践者（加工工房及び農家レストラン）の個別経営管理指導 

 ③ 販路拡大支援 

・商談会への誘導等による実需者とのマッチング・事後検証 

 ④ 地域特産物等の認知度向上・安全性PR 

・県北地方産直・地域特産物マップ作成（7月）、イベント等での活用とSNSを利用した

情報発信（新） 

・販売促進活動支援と事業者による課題把握（新） 

 ・首都圏等でのＰＲ活動支援（H27年同様3団体を見込む 、6-1月） 

 （久慈） 

 ・山ぶどう生産安定に向けた指導 

 ・ワイン醸造への評価試験結果活用 

 ・山ぶどうロゴマークの活用 

 ・飲食店と連携した地域特産物ＰＲ 

・農林水産物生産者と一体となった味わう会の開催と地域定着への誘導  

（二戸） 

・県育成雑穀新品種・低アミロース米の取引支援、商品開発・改訂支援 

○産直施設の販売額向上 地域農畜産物の魅力発信の場・地産地消の拠点としての産直施設の運営改善、組織の活性

化の取組を支援 

 （広域） 

 産地直売所相互による魅力向上・販売促進 

○ 運営改善実践支援 

・改善計画の進捗状況確認と継続的な改善指導 

・外部アドバイザーによる課題把握・指導（3回） 

・運営改善モデル実証（久慈、二戸１産直） 

・運営改善成果発表会(1月) 

（久慈） 

  ・産直で販売する農産物の生産履歴記帳の推進（重点2産直の記帳割合向上指導、農

薬適正使用のほ場巡回研修会開催7月） 

  ・産直の運営改善支援（先進事例視察研修6月、スキルアップ研修会2月) 

○「項目」欄は、
県北圏域重点
施策の項目及
び主な取組内
容の項目ごと
に目標値を記
載すること。 



平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 

 １２ 

 項  目 平成28年度の取組方向 

  ○ 魅力向上に向けた商品づくりの充実化支援 

（久慈） 

  ・産直の顔となる加工品のブラッシュアップとＰＲ活動（消費者ニーズ把握のための

交流会開催10月） 

  ・冬季間の品揃え充実（冬野菜栽培指導7月2産直）  

○観光農業の拡大 （二戸） 

地域の観光組織と連携した観光農業の取組拡大等による果樹のブランド化を支援 

 ・果物の情報発信（カード･リーフレット・パンフレット・ポスター作成、タウン誌PR） 

 ・果物のファン拡大（さくらんぼ・冬恋収穫体験交流会の支援） 

 ・こだわり販売店への販路拡大支援（東京・大阪・仙台） 

 

(4)農山村の活性化 「日本型直接支払制度」を活用した地域ぐるみの共同活動を促進し、農村景観や農地・農

業用施設等の地域資源の保全、荒廃農地の発生防止と農地の有効活用を進めるとともに、

地域コミュニティ機能の維持活性化を促進する。 

○ 日本型直接支払制度の 

促進 

 

① 多面的機能支払 

（継続地区） 

 ・保全活動・事務処理の指導 

（新規地区） 

・協定締結に向けた支援（4～6月）（認定申請書提出期限：6/30） 

・H29取組拡大に向けた集落説明会等の開催 

（久慈） 24協定（協定面積   778 ha） 

（二戸）109協定（ 〃   3,071 ha） 

    計  133協定（ 〃    3,849 ha）   〔※重複面積789 ha含み〕 

 ② 中山間地域直接支払 

（継続地区） 

・取組継続に向けた農業者への指導、支援 

 

（久慈） 11協定（協定面積     71 ha） 

（二戸） 87協定（ 〃   1,054 ha） 

    計  98協定（ 〃   1,125 ha） 

 ③ 環境保全型農業直接支払 

（継続地区） 

・取組継続に向けた農業者への指導、支援  

（二戸） ５協定（ 協定面積 65 ha） 

○ 地域が主体となった 

  中山間地域の活性化 

 

①中山間地域の活性化に向けた「いわて農業農村活性化地域ビジョン」の策定（新） 

・支援チームによる地域ビジョンの策定支援 

・集落ぐるみで行う少量他品目生産や産直での販売など活性化に取り組む集落の実践支

援（対象集落、久慈１、二戸1） 

○ 荒廃農地の発生防止と 

 農地の有効活用 

①地域の実情に応じた簡易な基盤整備（再掲） 

（久慈）・制度の周知及びニーズ把握 

・新規地区の掘起し 

・工事実施 

（二戸）・海老田地区：暗渠排水5.1ha（二戸市）〔再掲〕 

 



平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 

 １３ 

 項  目 平成28年度の取組方向 

３－２農林水産業の経営体

の育成と産地形成【林業】 

 

(1) 地域をけん引する林業

経営体の育成と適切な森

林整備の促進 

○ 適切な森林整備の促

進 

 

１ 適切な森林整備の促進 

 補助事業(1)(2)(3)を活用した適切な森林整備を促進するとともに、県有林の森林整

備(5)を実施する。 

  県民税事業(4)については、第3期（H28～32）初年度として施工地の確保に取り組む。 

(1) 森林整備事業（事後申請による補助事業） 

（H28予算要望事業量（H27繰越予算含）） 

 造林 下刈 更新伐※1 

久慈 58 ha 135 ha 39 ha 

二戸 126 ha 525 ha 54 ha 

※1 更新伐：現在と違う樹種構成へ誘導する伐採方法 
※2：全県的に間伐は(2)事業で対応 
 

 (2) 森林整備加速化・林業再生基金事業（事業計画に基づく補助事業） 

（H28） 

 搬出間伐※3 林内路網整備 

久慈 43ha 400 ｍ 

二戸 112 ha 3,200 ｍ 

※3 搬出間伐：木材利用を目的として土場等への集積を条件とした間伐 

 

 (3) 森林整備加速化・林業再生交付金事業（事業計画に基づく補助事業） 

（H27繰越） 

 搬出間伐 森林作業道 

久慈 26 ha 1,800 ｍ 

二戸 139 ha 6,334 ｍ 

   
 

 (4) いわて環境の森整備事業による強度間伐の推進（評価委員会採択後に事業実施） 

（H27繰越） 

 強度間伐※4 

久慈 13 ha 

 

（H28） 

 第3期（H28～32）の推進目標は、4月以降に示される見込。 

※4 公益上重要で、緊急に整備する必要のある森林について、森林所有者と皆伐制限等の協定を
締結した上で行う混交林誘導伐 

 

 (5) 県有林の適正な管理 

ア 県有林の森林整備（県事業） 

（H27繰越） 

 搬出間伐 

久慈 116 ha 

二戸 19 ha 

（H28） 

 H28事業量は、4月以降に示される見込。 

・4～7月：間伐功程調査 

・7～9月：間伐事業発注 

・8～3月：間伐事業実施 



平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 

 １４ 

 項  目 平成28年度の取組方向 

 イ 県有林の立木処分 

[久慈] 山口事業区ほか8箇所 

[二戸] 奥中山事業区ほか2箇所 

 

 (6) コンテナ苗木による低密度植栽の普及啓発 

[二戸]モデル林造成：1箇所0.5ha 

・10月：モデル林造成、研修会開催 

・12月：事後調査 

 

 (7) 県民参加による森林づくりの推進 

県民参加による多様な森林づくりを推進するため｢いわての森林の感謝祭※5｣を開催。 

・5月14日：イベント開催（洋野町種市） 
※5 県植樹祭（S31～H18）がH19から植樹に限らない多様な森林づくりのイベントに衣替え。 

知事出席予定。 

 

○ 地域をけん引する林

業経営体の育成 

２ 地域をけん引する林業経営体の育成 

 森林経営実践力アップ事業※6への積極的な参加を通じた指導を行うとともに、地域森林

経営プラン※7の達成に向けた事業の個別指導を実施。 

 （地域けん引型林業経営体H28事業計画） 

 造林 間伐 皆伐（更新伐含） 

久慈 43ha 49ha 149ha 

 

久慈地方森林組合 23ha 4ha 24ha 

野田造林 10ha 10ha 0ha 

丸大県北農林 10ha 35ha 5ha 

谷地林業 0ha 0ha 120ha 

二戸 111ha 340ha 45ha 

 
二戸地方森林組合 70ha 75ha 15ha 

浄安森林組合 41ha 265ha 30ha 

※6 森林経営実践力アップ事業：地域けん引型林業経営体の能力向上を図るため、現場指導者の
養成研修、現地検討会及び個別指導を行う。（本庁事業） 

※7 地域森林経営プラン：林業経営体が、地域を取りまとめて、その地域を経営単位とした森林
経営を実現するために策定するもの。 

 

(2) 木材のカスケード利用

に対応できる生産体制づ

くり 

 

 林業・木材産業における新規就業者確保の促進に向けた体験講座等を開催するととも

に、生産力向上に向けた施設整備を支援する。 

 また、多様な木材需要に対応する供給体制整備に向けた関係者の連携強化を促進する。 

(1) 林業・木材産業における新規就業者確保に向けた取組支援 

[久慈]体験型林業・木材講座2回  求人・受入ノウハウセミナー2回 

・6,9月：体験型林業・木材講座 

・7,10月：求人・受入ノウハウセミナー 

 

 (2) 素材生産事業体の生産力向上に向けた支援 

（補助事業による高性能林業機械導入支援） 

 件数 台数 

久慈 3件 6台 

二戸 1件 2台 

[久慈] 

・(有)丸與木材（フェラバンチャ等）審査中 
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 １５ 

 項  目 平成28年度の取組方向 

・大上NORIN（フェラバンチャ等）審査中 

・(有)丸大県北農林（ハーベスタ等）審査中 

[二戸] 

・浄安森組（フェラバンチャ等） 

 

 (3) 木材産業の生産力向上に向けた支援 

（補助事業による木材加工施設導入支援） 

 件数 

久慈 1件 

・新北菱林産(株)（チッパー）審査中 

 

 (4) 多様な木材需要に対応する供給体制づくり 

[久慈] 林業・木材産業課題検討会による木材需要等に関する意見交換3回 

 [二戸] 岩手県北部地域木質バイオマス需給協議会（全県供給団体）及び二戸地域木

材安定供給協議会（二戸地域供給団体）の連携強化に向けた意見交換(随時) 

 

(3) 特用林産物の生産及び

流通・販売体制の強化 

 

○ 木炭 

 

１ 木炭 

 北いわて木炭産業振興協議会（生産者）と日本一の炭の里づくり構想推進協議会（市

町村）が連携し、経営意欲と生産力の向上を図るための生産振興大会等開催を支援する。 

[久慈]北いわて木炭生産振興大会の開催支援 

木炭生産向上勉強会の開催支援4回 

・6～2月：木炭生産向上勉強会 

・11月：北いわて木炭生産振興大会 

・10月：木炭まつり開催 

○ 乾しいたけ 

 

２ 乾しいたけ 

 生産者の所得向上に向けた有利販売を促進するため、出荷団体が行う直接販売の取組

を支援する。 

 また、安全な乾しいたけ生産体制を維持するため、放射性物質に対する安全性を確認

する。 

[久慈]首都圏における販売促進活動1回 

県内における販売促進活動1回 

・6月：久慈地方乾しいたけ品評会開催 

・7月：県内における販売促進活動 

・7月：首都圏における販売促進活動 

 [共通]乾しいたけ・原木の放射性物質全戸検査 

○ 生漆 

 

３ 生漆 

 漆資源を維持・確保するため、適切な保育作業の普及啓発、優良ウルシ苗木等の増産

技術の整備を進める。また、浄法寺漆や浄法寺漆器について理解を深めてもらうための

ＰＲ活動を行う。 

[二戸] 

・4～3月：漆器PR 

・6～3月：増産技術マニュアル作成 

・4月：漆生産組合PRチラシ作成 

・11月：保育管理研修会 
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１６ 

 

 項  目 平成28年度の取組方向 

３－３農林水産業の経営体の
育成と産地形成 

 

(1)生産基盤等の復旧と整備 
 
 
 
 

１ 水産基盤整備方針（H27年2月策定）に基づいた計画的な漁港、海岸、増殖場の整備 
・太田名部漁港整備 
・久慈地区水産環境 増殖場整備（継続：久喜東、川尻、新規：夏井地区） 
・漁港施設機能強化事業（種市漁港、久喜漁港、堀内漁港） 
・海岸高潮対策事業(久喜海岸) 28年度完成 

 
２ H28年1月の暴風雪・波浪被害からの復旧 
・災害復旧事業(太田名部漁港) 
 

(2)生産物生産体制の強化  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 秋サケ漁獲量の回復 
 ・確実な種卵確保対策の実行支援 

（河川・海産親魚の積極的活用、漁獲抑制に向けた定置網漁業者との調整、種卵調整） 
 ・ふ化場ごとの池別生産計画の作成と実行支援 
 ・県北地区さけ・ます増殖事業推進協議会の運営支援 
 
２ アワビ、ウニの水揚量の安定 
 ・種苗放流やウニ移殖作業の技術指導 
 ・資源量調査や資源管理等の技術指導 
・アワビ夏季採捕試験の技術指導及び殻付ウニ販売等資源の有効利用の指導 

 
３ 養殖漁業収入の増大 
 ・ホタテ養殖の回復（種苗の確保、波浪対策） 
 ・ワカメ、コンブ養殖管理指導 
 ・ホヤ、マガキの養殖技術開発と普及 
   ホヤ種苗生産試験：久慈市漁協、野田村漁協、普代村漁協 

   マガキシングルシード養殖試験及び販売戦略：久慈市漁協、野田村漁協、普代村漁協） 

・久慈湾口防波堤完成に向けた静穏域活用検討 
   （湾内環境調査の指導、各種養殖試験） 
 
４ 漁船漁業対象資源の維持増大、付加価値向上 
 ・ヒラメ、ミズダコ、ナマコ等の資源管理指導や改良漁具の普及 
 ・漁業生産現場へのｶｲｾﾞﾝ手法導入支援（定置網漁船を対象とした調査、講習会開催） 
 ・船上活〆技術の普及（研修会開催） 
 
５ 県北地域の内水面漁業振興 

○広域的なカワウ等被害防止対策 

・県北広域カワウ被害防止対策連絡会（Ｈ28年１月設置）を通じた情報共有や効果的
な被害防止対策 

・研究機関・団体と連携した被害実態の把握 
○ワカサギの観光資源化対策 

・一戸町大志田ﾀﾞﾑ（上馬淵川漁協）：観光資源化に向けた資源評価と増殖指導 

・滝ダム（久慈川漁協）：資源造成技術指導 

〇サクラマス資源造成 

・モデル河川での種苗放流効果調査への協力 

(3) 安全・安心な水産物の供
給、販路開拓と付加価値の
向上 

１ 水産物衛生管理体制の強化 
・高度衛生品質管理計画の実行支援（久慈市、野田村、普代村） 
・洋野町地域認定（Ｈ28年3月）の持続指導 
・IFrHACCPの取得拡大（定置漁船、水産加工場） 
・ウニむき身作業時の衛生管理指導 
・定置網漁業へのｶｲｾﾞﾝ手法導入支援（再掲） 
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１７ 

 

 項  目 平成28年度の取組方向 

 ２ 量販店等との連携及び産直販売等を通じた商品力の強化・販路の拡大 

○量販店等との連携 

・ｻﾝﾌﾚｯｼｭ都南（盛岡）、ｲﾄｰﾖｰｶﾄﾞｰ(花巻、首都圏)、ｲｵﾝﾌｪｱ(盛岡)、 
盛岡市場まつり（盛岡） 

○産地直売会の実施 

 ・洋野町：ウニまつり、宿戸ウニ直売会・朝市 
・久慈市：久慈地方産業まつり 
・野田村：野田ホタテまつり 
・普代村：海フェスタin普代  等 

○新商品開発支援 

 ・消費者等ニーズに対応した新商品開発やパッケージ改良等の支援（目標５品） 

○漁協女性部活動の充実 

・「第３回北三陸いわて浜料理のつどい」の開催 
・北里大と連携した天然海藻商品化調査の実施及びｾﾐﾅｰの開催 
・いわて国体地域ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ参加支援 
（浜料理おもてなし一品料理提供） 

・蒲鉾製造等加工研修会の開催 
○生産者自らの販売活動支援 

・直売意欲のある漁村集落への新規実行支援（目標２地区）及び既存直売集落（４地区）
の活動支援 

 ３ 放射性物質に対する水産物の安全性に関する情報発信等 

・県庁の対応方針を踏まえ随時対応 

(4)担い手の確保と育成 １ 地域漁業の担い手の確保対策 
○新規就業希望者への支援体制の整備と就業ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの構築 
・市町村単位の受け皿組織の設立と実行支援 
・高校生を対象とし、漁獲から加工、販売までの漁業体験実習の実行支援 

 ・定置網漁業学習会の実施 
 ・海づくり少年団等地域での体験活動支援、岩手大と連携した中学生を対象とした漁業

学習会の実施 

〇地域再生営漁計画に基づく漁協の担い手育成対策の実行支援 

 
２ 地域漁業を担う経営体の育成 
○漁業担い手組織の育成、活性化 
・久慈地区漁業担い手対策推進協議会の開催 
・研究グループ等担い手組織の活動支援、新規グループ等の結成支援 
・久慈地域漁業者交流大会の再開 

〇地域漁業のリーダーの育成 
・漁業士の育成と久慈支部活動の活性化 

 ・水技出前フォーラム等への参加支援 
 

 



平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 

 １８ 

 項  目 平成28年度の取組方向 

４ 体験・交流型観光の展開 

(1)特色ある地域資源を活

用した観光の推進 

 

 

 

 

 
１ ｢あまちゃん｣を活用したロケツーリズムの推進 
(1) 北三陸｢あまちゃん｣観光推進協議会による宣伝誘客活動等を支援し、管内への誘客
を図る 
・ 同協議会への負担金支出≪主な取組 ※日程等はあま協事務局と調整≫ 
・ 総会（５月） 
・ 「世界で闘うグローバル女子会in岩手」エクスカーション対応（７月） 
・ あまちゃんサミットの開催（８月） 
・ スタンプラリー・フォトコンテスト等周遊企画の実施 
・ 首都圏イベントへの出展等ＰＲ企画の実施 
・ ロケツーリズム関連セミナー等の開催 

２ みちのく潮風トレイル・三陸ジオパーク等を活用した観光の推進 
(1) みちのく潮風トレイルのコースを活用し、三陸鉄道、ジオサイト及び地域特産品Ｐ
Ｒを盛り込んだウォーキングイベントを開催する 
・ ２コースを想定 委託事業 

 
(2) ｢みちのく潮風トレイル（八戸～普代間）利用促進協議会｣が実施する取組を支援 
・ 総会（4/26予定） 
・ 踏破認定制度の運用状況把握 

 
(3) 東北ジオパークフォーラム（秋田県）等へ参加し、情報収集等を行う 
・ ６～７月 

 

 ３ 三陸鉄道を活用したＰＲ 
(1) 三陸鉄道駅付近の情報を集約した冊子「駅－１グルメ」の作成支援及び同冊子を活
用した情報発信に取り組む 
・ 三陸鉄道により年２回発行予定 

 

 

 

４ 二戸地域の特徴ある地域資源を活用した体験交流プログラムを開催し、各種媒体を活

用した情報発信により学校行事等とのマッチングを促進 

(1) 平成29年度版「山・川・ゆたか カシオペア体験交流くらぶ」ガイドブックの作成 

(2) 体験交流プログラムホームページの一部改訂・更新 

(3) 御所野縄文博物館等の管内関係機関と連携し、県修学旅行誘致説明会（函館、札幌）

において体験交流プログラム等のセールス活動を実施（９月頃） 

 

(2)受入態勢の強化及び観

光を担う人材の育成 

 

 

 
１ 広域観光推進機能の強化支援 
(1) 旅行会社への観光メニューの企画提案や観光客への情報発信、観光客の受入調整な
どを総合的に行う窓口機能を強化する 
・ 久慈広域観光協議会に対する補助 

 
(2) 旅行会社に対する観光素材集の提供及びモデルプランの提案を実施し団体顧客の誘
客を図る。 
・広域観光コーディネーター及び観光従事者による旅行会社訪問（年２回）委託事業 

 
(3) 広域イベントの季別リーフレットを作成する 
・ 年４回発行 委託事業 
① 夏季：６月発行、② 秋季：９月発行 
③ 冬季：12月発行、④ 春季：３月発行 

 



平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 

 １９ 

 項  目 平成28年度の取組方向 

 ２ 北いわて広域観光推進会議の運営 
(1) 久慈・二戸地域の観光関係者が連携し、広域的な取組を推進することにより「北い
わて」の観光産業の振興を図る 
・ 会議１回（５月予定） 
・ 研修１回（11月以降予定） 

 
(2) 北いわて広域観光推進会議観光素材検討部会を活用したタリフの作成・更新及び観
光メニューのブラッシュアップ 
・ タリフ年１回更新 
・ ｢あまちゃん｣放送を契機とした素材（小袖、北限の海女、琥珀、三陸鉄道、久慈ま
めぶ汁）等の観光資源・メニューの見せ方を工夫 

 

 ３ 体験型観光・教育旅行誘致の推進 
(1) ｢全国ほんもの体験フォーラム in いわて｣実行委員会を構成した６市町村を１つの
圏域とした共通プログラム・ルートを検討するとともに、同プログラムを取りまとめた
パンフレットを作成する 委託事業 
・ 各市町村、県、委託先とで内容協議 
・ パンフレット作成（年度内） 

 
(2) 教育旅行ＡＧＴのモニターツアーを実施し、共通プログラム・ルート内容の見直し
やブラッシュアップを行う 委託事業 
・ 首都圏、大阪圏又は北海道道南等の教育旅行ＡＧＴを対象に実施（総数10名程度）  

 
(3) 当該地域における民泊受入家庭の拡大に向けた講座や、受入ガイド及びその指導者に
対する共通研修会を実施し､地域全体で体験型観光の受入態勢整備を進める。委託事業 
・ 以下の研修・講座等を各１回以上実施する 
ア 民泊家庭研修会 
イ 受入ガイド養成講座 
ウ 指導者養成講座 

 

 ４ 観光復興案内人の設置 
(1) 正確な復興状況や震災学習等の情報の積極的な提供のため、観光復興案内人を配置
し道の駅等において情報発信に取り組む 委託事業 
・ 観光復興案内人：４名（緊急雇用創出事業） 

 

 ５ 観光客対応能力向上等に向けたセミナーの開催 
(1) 観光関係者の接客技術の向上やおもてなしの心で迎える機運の醸成などを目的とし
た人材育成セミナー等の開催 
・ あま協事業として位置づけて実施 

 

 

 

６ 体験観光の受入態勢強化及びネットワーク化促進のため「カシオペア連邦おもてなし

講座」を開催(２月の開催を想定） 

  ・ おもてなし課長、観光関係事業者等を対象に｢おもてなし意識の向上｣｢ガイド力の

向上｣｢訪日外国人観光客の受入の心構え｣等の３テーマを予定 

  

７ 体験交流プログラムの新規企画等の支援 

  ・ 新たな体験交流プログラムの企画実施を促進するため初期費用の一部を支援 

 



平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 

 ２０ 

 項  目 平成28年度の取組方向 

(3)広域連携の強化及び情

報発信による誘客の促

進  

 

 

 
１ 首都圏での大規模催事を活用した情報発信 
(1) ツーリズムＥＸＰＯジャパン2016出展 委託事業 ※ 沿岸局と連携 
会期：平成28年９月22～25日  場所：東京ビッグサイト 
・ ブース設営業者公募（３～４月） 
・ 企画コンペ、受託者決定（５月） 
・ 出展内容調整（６月以降～） 
・ 関係者との協議（６月以降～） 

 
２ 八戸圏域と連携した観光ＰＲ 
(1) 八戸・久慈観光キャンペーン（時期未定） 委託事業 
[参考] Ｈ27まで有楽町駅(東京)にて実施していた観光・特産品ＰＲイベントが、主催

者（八戸商工会議所）の意向により取りやめとなったことを受け、現在別会場（都
内又は函館市）において、八戸市とキャンペーン開催する方向で調整中。 

  
(2) はこだてグルメサーカスへの出展（９月） 
・ 北緯40°ナニャトヤラ連邦（八戸市、久慈市、二戸市）出展のブースにおいて、観
光ＰＲを実施 

 

 ３ いわて観光キャンペーン推進協議会の取組等と連動した観光ＰＲ 
(1) ｢あまちゃん｣関連素材を活用した観光ＰＲ 
(2) もぐらんぴあ等、復旧施設を利用しイベント開催の支援 
 

 ４ 台湾における観光ＰＲ活動の展開 
(1) 観光課及び空港課、管内市町村等と連携しながら、いわて花巻空港からの定期便化
が期待される台湾において観光客誘致活動を行う 
・ 定期チャーター便運航期間中に実施（５～６月） 

 

 

５ 歴史・文化資源を活用した情報発信 

・マンガ｢九戸政実物語｣、｢九戸政実ガイドブック｣の増刷及び九戸政実プロジェクトホ

ームページの更新(４月） 

 

 ６ 折爪・馬仙峡県立自然公園の魅力を観光資源として情報発信 

(1) ｢折爪・馬仙峡県立自然公園総合ガイドマップ｣の増刷（４月） 

(2)  折爪岳振興協議会（事務局：二戸市）が行う、ヒメボタルフェスティバル、体験ツ

アー、ガイド研修、写真コンテスト等に対する補助 

 

 ７ ｢国体｣を契機としたカシオペアファンの拡大促進 

(1) 二戸地域の魅力を発信する冊子「岩手のてっぺん ふしぎ発見」vol.１、vol.２の合

本版を作成し選手・役員等に配布（９月作成） 

(2) 国体のノベルティを作成し選手・役員等に配布（９月作成） 

(3)  歓迎タペストリーを作成し二戸駅構内に掲示（９月作成） 

 

  

 



平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 

２１ 

 

項  目 平成28年度の取組方向 

５地域資源を生かした食産業

の振興 

(1) 事業者の経営課題に応

じた支援 

 

 

１ 経営課題に応じた専門家の活用 
  ・月１回：岩手よろず支援拠点出張個別相談会 
  ・年４回：ＰＷＣによる集中個別指導（（一社）ＲＣＦとの連携） 
２ 北いわて食産業コーディネーターの設置による支援体制の強化 
・事業所訪問を通じた課題解決支援 
・見える化シート作成等による情報共有 

３ その他 

  ・随時：企業訪問の実施 
  ・随時：各種補助・助成制度の活用促進・実施フォロー 
  ・随時：食産業ネットワークメーリングリストによる情報提供 

  ・月１回：久慈合庁内食産業担当集まり開催 

 

(2) 北いわて食材の認知度

向上 

 

１ 商談会等への出展支援 

・年５回：生協フェスタ出展支援 
・随時：県外共同商談実施支援 

２ 商談会の開催 

 ・年１回：首都圏ミニ商談会実施 

 ・年２回：北いわてバイヤーツアー実施 

３ 地域食材魅力発信 

 ・７月：グローバル女子会交流会における地域食材ふるまい 

 ・郷土料理「かっけ」について、商品特性を活かしたＰＲを支援 

 ・広報媒体（地域情報誌等）による地域の食材等のＰＲ 

４ 北いわて鶏のブランド強化 

 二戸地域の基幹産業であるブロイラーをＰＲするとともに鶏肉の地産地消を拡大する。 

 ・年１回：鶏関連イベントの開催 

 ・いわて鶏肉の日ＰＲキャンペーンの支援 

(3) 食産業を担う人材の育

成 

 

 

 

 

 

１ 食品関係事業者の人材の育成 

 ・年間：食品加工業の生産性向上に向けたカイゼン指導（4社） 

２ 水産加工事業所への就業支援 

 ・随時：事業所見学会（2回） 

３ 若手経営者等の育成 

 ・ 魅力ある事業者成長促進支援 

   地元商工団体と連携し、重点支援事業者を選定。商品開発、販路開拓、人材養成等
の経費の一部を助成。 

(4) 安全・安心を支える体制

の整備 

１ 鳥インフルエンザ等対策 

  高病原性鳥インフルエンザ発生時を想定した防疫活動訓練の実施 

 ・時期：10月～11月 

 ・場所：久慈合庁 

 【目標：参加者数 165人】 

２ 放射性物質の安全性に関する情報の提供 

 ・随時：情報提供 

 

 

 



平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 

２２ 

 

 項  目 平成28年度の取組方向 

６ ものづくり産業の振興 

(1)  企業の経営課題に応じ

た支援 

 

 

 

１ いわて産業振興センター職員を派遣し、企業訪問等により各企業の経営課題に応じ
て、技術開発から販路開拓、更には企業情報の発信など総合的に支援（随時） 

委託事業 

 ・随時：産業振興センター専門職員との定期的な企業訪問 
  各種助成制度情報提供、北いわてアパレル首都圏フェアへの出展勧奨等 

 

２ 他圏域の産学官組織との交流・連携を促進し、技術力向上や取引拡大を支援 

 ・秋頃：青森県八戸市において実施される「あおもり産学官金連携 Day」への事業者出
展支援  

(2) 地域の特徴的な産業の

振興 

 

 

１ 衣服製造業の交流・連携を促進し、更なる技術力の向上や独自の商品開発等による取
引拡大を支援 

○北いわてアパレル首都圏フェア開催 委託事業 

・首都圏において商談会の開催を中心とした販路拡大強化を行う。 

・会場：交通会館（東京都有楽町） 

・参加企業募集：6～8月 

・開催：9月15～16日(２日間) 

 

 
２ 首都圏等のアパレル関連企業や県内外の一般消費者に対し、当圏域の衣服製造企業が
有する高い技術力を企業と一体となってＰＲ 

○ジャパンクリエーション出展 委託事業 

来場者数（ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶｰ、商社等）約 2 万人の国内最大級繊維総合見本市に共同ブー
スを設置。県北地域の高い縫製技術を示すサンプル製品を作成・展示し、全国の企業
との商談を行う。 

・時期：11月（2日間） 

・会場：東京国際フォーラム3,000㎡ 

・出展：全国繊維産地の企業 
○北いわて学生デザインファッションショー開催 

  ① 学生デザイン 

   ・6～8月：デザイン募集 

   ・10～1月：被服制作 

  ➁ ファッションショー開催 （2月開催予定）  

(3) ものづくりを担う人材

の育成 

 

１ 次世代を担うものづくり人材の育成、確保を図るため、児童・生徒等の工場見学やイ

ンターンシップの斡旋、工業高校生への技能講習支援 

 ①（仮称）北いわて仕立て屋女子支援 

   県北地区縫製事業者の中堅女子社員による研修等を支援 

➁ 高校生への技能講習実施支援 

  管内の工業系高校（久慈工業高校、種市高校、福岡工業高校）の要望に対応し、「機

械保全」、「水中溶接」、「アーク溶接」、「旋盤」、「電気工事」、「電子機器組立」等の技

能講習実施を支援 

③ 高校生の現場見学等支援 

   管内の工業系高校（久慈工業高校、種市高校、福岡工業高校）の要望に対応し、工

場見学等の実施を支援 

④ 企業人による講演会開催支援  

  ・随時：管内小中高対象 



平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 

２３ 

 

 項  目 平成28年度の取組方向 

(3) ものづくりを担う人材

の育成 

 

 

２ 生産性向上等に向けた実践的な人材養成セミナーの開催やフォローアップの実施 

 ・5月～10月 県北ものづくり改善塾 

（第5期）の開講（開催場所：一戸町） 

・改善塾参加企業に対し専門家を派遣 

・県北ものづくり産業ネットワーク企業見学会 

第4四半期：県北地域の企業を対象に、他圏域等の企業見学を実施 

 

(4) 企業の誘致・事業拡大

の促進 

 

 

１ 誘致企業のフォローアップを行い、地場企業を含む管内企業の取引拡大や工場の拡張
等を支援 

・通年：フォローアップ活動 
・6月：県北地域産業活性化協議会総会 
・6～11月：企業誘致担当者研修会、業務誘致セミナー、誘致企業見学会実施 

 
２ 他圏域の企業関係者と交流機会を創出し、企業間連携を促進 
 ・秋頃：青森県八戸市にて実施される「あおもり産学官金連携 Day」への事業者出展支

援 （再掲） 
 ・1 月：首都圏において県及び管内市町村関係者が誘致企業等当管内とつながりがある

企業関係者との懇談会を開催 

 

 ３ 再生可能エネルギーの導入促進 

風力発電等の導入を促進するため、市町村と連携しながら、事業者による事業化等の

取組を支援。 

・再生可能エネルギー推進連絡調整チーム等による事業者等へのフォロー活動（随時） 

 

 



平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 

２４ 

 

項  目 平成28年度の取組方向 

７ 雇用機会の確保と若者

の地元定着 

(1) 安定的な雇用機会等の

確保 

 

 

１ 失業者等の再就職までの間の緊急的な雇用機会を確保 

(1) 震災等対応雇用支援事業 
（旧震災等緊急雇用対応事業） 
ア 久慈管内 16事業 
※ Ｈ28年度の事業実施は、沿岸部12市町村のみに認められているもの。 

(2)若年者等の就業支援・地

元定着支援 

 

 

１ 地域ジョブカフェを拠点として、関係機関が連携しながら、高校生の地元企業への就
職や新規就労者の職場定着及び若年求職者を中心とした就職活動を支援 

・通年：求職者就職支援、企業ガイド情報提供 

 

２ 若年者等の就業支援 

    地域ジョブカフェを拠点として、高校生の地元企業への就職、新規就労者の職場定着

及び若年求職者の就職活動等を支援 

・通年：求職者就職支援、企業ガイド情報提供 

・６月：高校3年生向け企業説明会（二戸） 

・７月～３月：出前講座5校程度（二戸） 

・８月 進学者の地元企業の理解促進（学生企業見学）（二戸） 

・10月：地元企業のＰＲイベント（二戸） 

・１月：しごとスクエア（久慈） 

・１月～3月：就職５年以内の社員ｾﾐﾅｰ（二戸） 

 

３ 新規学卒者の定着促進 

(1) 定着支援セミナー・交流会を開催し、新規学卒就職者の地元定着を図る。 

 ・6月：新規学卒者交流事業（久慈） 

 

 



平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 

 ２５ 

項  目 平成28年度の取組方向 

８ 地域における医療と健康づくり

の推進 

 

（1）被災住民への健康支援と医療体

制の構築 

 

 

【復興】 

１ 被災住民の健康管理と支援、こころのケアの実施  

 （久慈） 

・被災者の家庭訪問支援 （５月～３月） 

・こころのケア研修会の開催 

【復興】 

２ 被災住民の食生活・栄養指導の実施  

（久慈） 

・栄養教室の開催（２回程度） 

・個別訪問栄養相談（５月～３月） 

３ 災害発生時を想定した医療体制のあり方検討や構築の推進 

（久慈・二戸） 

・地域災害医療対策連絡会議等の開催 

・災害医療コーディネーターとの連携による災害医療体制の構築 

（2） 医療連携及び医療・介護・福

祉連携の推進 

 

 

１ 保健、医療、介護、福祉の連携 

（久慈） 

・地域医療構想に基づく医療体制の推進 

・久慈地域の周産期医療に係る連携推進 

・医療安全対策の確保支援  

・市町村における地域包括ケアシステムの構築支援 

・北三陸塾（久慈医療圏医療・介護・福祉連携協議会）の支援（通年） 

（二戸） 

・地域医療構想に基づく医療体制の推進 

・市町村における地域包括ケアシステムの構築支援 

・カシオペア地域医療福祉連携研究会事業の支援（通年） 

２ 医療従事者の確保の支援 

（久慈・二戸） 

・中学生を対象とした出前講座・医療現場体験会の開催 （６月～） 

・看護学生等実習受け入れ 

（久慈） 

・進学相談会等への支援 

３ 住民への地域医療の情報提供 

（久慈・二戸） 

・ホームページを活用した地域医療の情報提供 

（二戸） 

・カシオペア市民フォーラムの開催 

・カシオペア医療福祉オーダーメイド出前講座の実施 

（3） 自殺対策の推進 

 

包括的な自殺対策の推進に加えて、自殺の多い年代を対象とした重点的な取組
や自殺対策に取り組む人材養成等の推進 

（久慈・二戸） 

１ ネットワーク 

 ・自殺対策推進協議会（２月～３月）                                               

・市町村等こころのケア担当者連絡会（５月～２月） 

・関係機関・団体等の実務者によるネットワーク連絡会（５月～３月）  

 



平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 

 ２６ 

項  目 平成28年度の取組方向 

（3） 自殺対策の推進 

 

２ 一次予防（こころの健康づくりの普及啓発） 

 ・ゲートキーパー養成研修（職域、高齢者の支援者等）（通年） 

 ・傾聴ボランティア養成・育成 

 ・こころの健康等に関する健康教育（職域等対象 通年） 

・自殺防止月間（９月）、自殺対策強化月間（３月）における普及啓発事業 

 
 

 

３ 二次予防（相談窓口・ハイリスク者支援等） 

 ・こころの健康相談（自殺予防相談）（通年） 

・自殺未遂者支援（相談・ケア会議等）（通年） 

・ひきこもり当事者・家族支援事業 

・ワンストップサービスデイ（12月 久慈） 

４ 三次予防（自死遺族ケア） 

・自死遺族交流会（こころサロン）（５月～３月） 

５ 精神疾患へのアプローチ 

 ・精神障害者（家族）の相談支援（通年） 

・アルコール健康問題対策の推進（通年） 

６ 職域へのアプローチ 

 ・事業所の経営者、健康管理担当者等を対象とした研修会、事業所訪問 

７ 被災者及び支援者のこころのケア 

・被災者の健康支援にかかる連絡会・情報交換会（通年） 

(4）脳卒中をはじめとする生活習慣
病予防の推進 

 

（久慈・二戸） 

１ 地域・職域連携推進 

 ・地域・職域連携会議の開催（年１～２回） 

 ・市町村健康づくり計画の策定・推進支援 （通年） 

 ・カシオペア健康川柳入賞作品を活用した普及啓発の実施（二戸） 

２ 減塩リーダー等人材育成、団体の活動支援 

 ・減塩、運動推進等指導者養成研修会の開催（食生活改善推進員、栄養士、調
理師、給食等担当者、保健推進員、事業所の衛生管理者等）（通年） 

・肥満や適塩など健康づくりのための食生活に関する情報提供（通年） 

３ 適塩・野菜たっぷりヘルシーメニューの推進 

・地域、学校、事業所等への出前講座（教室）の開催 

・地域住民等への健康教室の開催 （通年） 

４ 外食栄養成分表示登録店等推進 

 ・飲食店等における栄養成分表示拡大講習会の開催（通年） 

５ 「いわて減塩・適塩の日（毎月28日）」促進キャンペーン（９月～２月） 

・市町村健康祭り、ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ等における減塩・適塩食の提供等普及啓発 

６ 禁煙及び受動喫煙防止対策の推進 

・世界禁煙デーにおける禁煙キャンペーンの実施（５月） 

・地域、学校、事業所等における禁煙教室の開催（通年） 

・禁煙、分煙の飲食店登録促進講習会等の開催（通年） 

 



平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 

 ２７ 

項  目 平成28年度の取組方向 

 ７ その他（地域の特色を生かした取組） 

（久慈） 

・久慈地域適量・適塩・適動実践リーダー研修会の開催（年３回程度） 

・食べて動いて今日も元気だなすイベント開催（年３回程度） 

・保育園児と高齢者のほっこりふれあい食事ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｲﾍﾞﾝﾄの開催（年３回程度） 

・「久慈地域★塩加減もあまちゃんで！通信」の発行（年５回程度） 

（二戸）  

・食生活改善推進員との協働事業（地域力ｱｯﾌﾟ研修の開催、高齢者対象の共食事業） 

（5） 健康危機管理対策の推進 
 
 
 

感染症発生時のまん延防止及び新型インフルエンザ等の発生に備えた体制整備
対応訓練等の実施 

（久慈・二戸） 

１ 感染症発生時におけるまん延防止対策の実施 

（積極的疫学調査、接触者検診等）（通年） 

 

２ 感染症に関する情報収集、情報提供、啓発普及（通年） 

 

３ 高齢者及び児童福祉施設等職員を対象とした感染症予防研修会の開催（年 10
回程度） （北いわて医療関連感染制御ネットワーク等と連携） 

 

４ 新型インフルエンザ、鳥インフルエンザ等発生に備えた体制整備・訓練の実施 

５ 関係機関・団体との円滑な対応に向けた連絡会議等の開催 

 

  

  

 

 



平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 

 ２８ 

 項  目 平成28年度の取組方向 

９ 地域で支えあう福祉の推進 
（1）被災した児童、高齢者、障がい

者への支援 
【震災対応関係の再掲】 
 

 

【復興】(再掲） 

１ 被災住民の健康管理と支援、こころのケア  

（久慈） 

・被災者の家庭訪問支援（４月～）随時  

・こころのケア研修会の開催 

【復興】（再掲） 

２ 被災住民の食生活・栄養指導  

（久慈） 

・栄養教室の開催（７月から４回） 

・個別訪問栄養相談（４月～） 

(2） 地域で支える子育て支援 
 
 
  
 
 

１ 子育て支援サービスの向上 

（広域） 

・子育て支援関係者研修会の開催（支援者のネットワーク構築・支援技術の向
上）（二戸会場）（10月）  

（久慈・二戸） 

・いわて子育て応援の店協賛店の登録の勧奨（通年） 

２ 市町村の相談体制の充実強化 

（久慈・二戸） 

・要保護児童対策地域協議会の実効ある活動の支援（通年） 

・市町村職員等関係者への研修等の実施（未定） 

（3）地域で支える高齢者支援 
   

 

 

１ 地域包括支援センター職員、高 齢者サービス提供者等への研修等 

（久慈・二戸） 

・事業者等集団指導の実施（８月） 

２ 認知症への理解、認知症対策・介護予防の推進 

（久慈） 

・介護予防研修会の開催 （1回） 

・介護予防関係者情報交換会の開催（２回） 

・認知症セミナーの開催 

（二戸） 

・認知症キャラバンメイトの養成 

・保健福祉活動団体情報交換会 

・保健福祉活動団体交流会 

３ 高齢者の権利擁護等についての普及啓発 

（久慈） 

・久慈地域の権利擁護推進の支援（通年） 

（二戸） 

・カシオペア権利擁護ネットワーク会議へ参画を通じた権利擁護推進の支援 

４ 市町村の地域包括ケアシステムの構築支援 

（久慈・二戸） 

・地域包括ケアシステム構築のための市町村支援 



平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 

 ２９ 

 項  目 平成28年度の取組方向 

（4）障がい者の自立生活支援 

 

１ 障がい者自立支援協議会の支援 

（久慈・二戸） 

・自立支援協議会部会活動への参画（地域移行部会、就労部会） 

・地域での居住の場の確保・調整 

・地域移行の支援 

・関係機関との連携による活動の活性化 

２ 障がい者の不利益な取扱いの解消や虐待防止の啓発、権利擁護に関する相談
体制の整備 

（久慈） 

・障害者差別解消法の普及啓発 

・久慈地域の権利擁護推進の支援（通年） 

 

（5）生活困窮者の自立支援 

 

１ 生活困窮者への自立促進支援 

・自立相談支援機関、市町村、ﾊﾛｰﾜｰｸ等関係機関との連絡会議を開催(久慈) 

・「困りごと対策連絡協議会：の開催（年2回）（二戸） 

 

（6）みんなが住みやすいまちづくり

の推進 

 

１ いわてユニバーサルデザイン電子マップへの施設登録 

（久慈・二戸） 

・電子マップへの施設登録の推進と周知(市町村等との協働）（通年） 

 

２ ユニバーサルデザイン及びひとにやさしい駐車場制度の普及啓発 

（久慈・二戸） 

・ひとにやさしい駐車場制度の周知（各市町村広報等の活用、ユニバーサルデ
ザイン推進団体（久慈：障がい者観光サポーター）との協働）（通年） 

・ユニバーサルデザイン推進団体（久慈：障がい者観光サポーター、二戸：カ
シオペア連邦はーとふる発見隊）との協働によるＵＤ学習の支援（通年） 

 

 

 

 



平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 

 ３０ 

 項  目 平成28年度の取組方向 

10 良好な環境の保全 

（1）環境を守り育てる人材の育成と協

働の推進 

 

 

１ 環境を守り育てる人材の育成 

（久慈・二戸） 

・環境に関連した講習会等の開催（通年） 

・水生生物調査の支援（６～９月） 

（林務部関係） 

・「カシオペアフォレストスクール」の開催 

２ 森川海連携推進 

（久慈） 

・協議会等の開催（９月） 

（二戸） 

・環境に関する講演会の開催（10月） 

・協議会の開催（３月） 

（2）良好な水環境の確保 

 
 
 

 

１ 公共用水域の水質検査 

 河川（毎月）、海域（年6回）の水質検査 

 （測定地点）  

  （久慈）河川 14箇所、海域3箇所 

  （二戸）河川 10箇所 

２ 水質特定事業場の排出水の水質検査 

  （久慈）27事業場（延べ）  

  （二戸）30事業場（延べ）  

３ 浄化槽適正管理の指導（久慈・二戸） （通年） 

（3）廃棄物の適正処理の推進 

 

（久慈・二戸） 

１ 産業廃棄物適正処理指導員（産廃Gメン）による排出事業者等の監視指導

（通年） 

２ スカイパトロール （６月） 

３ 休日パトロール （10月） 

４ 産業廃棄物排出事業者等説明会（10月） 

５ 関係機関との合同パトロール（10月） 

６ 事業者に対する廃棄物の減量化、有効活用等の指導 

 

（4）青森県境産業廃棄物不法投棄事案
への対応 

 

（二戸） 

１ 環境モニタリングの実施 （水質10回/年、通年） 

２ 「県境産廃だより」の発行 （３回、通年） 

（5）放射線量のモニタリング 
 

【復興】 

１ サーベイメーターによる地表付近の放射線量の測定 

 （基準）0.23μSⅴ/h以下 

 （久慈）毎月１回・５地点 

（二戸）毎月１回・２地点 

２ モニタリングポストによる大気中の放射線量の常時測定（久慈・二戸） 

 （基準）0.23μGｙ/h以下 

・常時測定・合同庁舎（久慈・二戸） 

３ 測定結果の公開及び相談対応 （久慈・二戸） 

 



 
平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 

 ３１ 

 項  目 平成28年度の取組方向 

11 定住環境の整備と地域コ

ミュニティの活性化 

(1) 交通安全対策の推進 

 

 

 

１ 通学中の児童や高齢者の安全確保及び冬期間や救急搬送時の安全な交通確保を図るた
め、歩道設置や道路防災施設の整備を推進 

【歩道】 

(1) 一般国道395号 久慈市板橋地区 

・４月～：用地補償事務の推進 

・10月～：歩道設置工事の推進 

(2) 一般国道281号 久慈市大川目地区 

・７月～：歩道設置工事の推進 

 (3) 一般国道281号 長内地区 

・６月～：物件補償調査 

(4)主要地方道二戸田子線 二戸市小平地区 

・７月～：歩道設置工事の推進 

(5) 一般国道395号 二戸市仁左平地区 

・７月～：歩道設置工事の推進 

 

【道路防災施設】 

 (1) 主要地方道野田山形線 久慈市宇部地区 

・８月～：道路防災工事の推進 

 (2) 一般県道野田山形線 久慈市小国地区 

・４月～：用地補償事務の推進 

(3) 一般県道野田長内線 久慈市久喜～小袖地区 

・８月～：道路防災工事の推進 

(4) 一般県道安家玉川線 野田村玉川地区(旧 玉川の２) 

・４月～：用地補償事務の推進 

 (6) 一般国道281号 久慈市川井～大川目地区 

・８月～：道路防災工事の推進 

(7) 主要地方道久慈岩泉線 久慈市山根地区 

・８月～：道路防災工事の推進 

(8) 一般県道野田長内線 久慈市長内町地区 

・11月～：道路防災工事の推進 

(9) 主要地方道岩泉平井賀普代線 普代 村黒崎～明神地区 

・４月～：用地補償事務の推進 

・10月～：道路防災工事の推進 

(10) 一般県普代小屋瀬線 普代～南股地区  

・６月～：測量設計 

(11) 一般県道姉帯戸田線 一戸町面岸沢地区  

・４月～：道路防災工事の推進 

 

  



 
平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 

 ３２ 

 項  目 平成28年度の取組方向 

 

(2)地域の生活環境の整備 

 

 

 

１ 快適な生活環境の創出と利便性の向上を目指し、都市計画道路整備を推進するととも
に土地区画整理事業を促進 

◎ 都市計画道路荒瀬上田面線岩谷橋地区整備 

・４月～：用地補償事務の推進 

・３月 ：岩谷橋用地補償の完了 

・７月 ：関連工事用地補償の完了 

・９月～：都市計画道路整備関連工事の発注、推進 
 

２ 九戸村伊保内地区における“まちば”の再生を目指し、流雪溝の補修等を行うなど、
道路環境整備を推進 

◎ 一般国道340号伊保内地区流雪溝補修 

・４月～：流雪溝補修工事の発注、推進 

 

３ 地域の実情に合った効率的・経済的な汚水処理計画に基づき、汚水処理施設の整備と
水洗化を促進 

(1) 下水道事業債償還基金費補助 

・５月：市町村あて事業費内示 

・６月：補助金交付契約 

・３月：完了確認 

 



平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 

 ３３ 

 項  目 平成28年度の取組方向 

(3) 地域コミュニティ 

の活性化及び交流連

携・移住定住の促進 

 

 

 

 

 

 

１ 北三陸じぇし会プロデュース地域力強化事業 

(1) (仮称)北三陸・カシオペア広域若者・女性フェスタ」開催事業 

   北三陸じぇし会との共同企画により、久慈地域・二戸地域のほか、沿岸(宮古)地域
や八戸地域等の隣接圏域において、まちづくりや地域活動を行っている若者・女性の
団体同士の交流・連携を深め、各自の活動の情報発信を行う若者・女性フェスタ(ＰＲ
イベント)を開催する。 

  【スケジュール(予定)】 年度後半(11月)開催予定 

(2) 地域情報発信支援事業 

北三陸じぇし会が行う、圏域内外のまちづくりイベントへの出展(久慈地域の女性
よるまちづくりの取組や魅力的な食品・産品及び観光情報等の展示等)に対して支援
を行う。 

   【スケジュール(予定)】 東京都内、盛岡市各１回の出展を計画 

 ２ カシオペア若者定住事業 

(1) カシオペア若者活動支援事業 

① カシオペア若者交流事業 

地域の若者が企画したイベント等の交流や地域づくりに向けた活動支援 

【スケジュール(予定)】 

・4月 委託 

・4月～７月 企画調整 

・8月 告知支援 

 ② カシオペア魅力発信事業 

県内で開催するイベント等で、二戸地域出身の大学生や専門学生と連携したＰ

Ｒ活動を支援する。 

【スケジュール(予定)】 

・4月 委託 (①と同一事業者) 

・4月～7月 企画調整 

・8月～ PR活動支援 

 (2) カシオペア若者情報発信事業  

    カシオペアＦＭでの「カシオペア☆それゆけヤンパンマン！」の放送（30分） 

地域課題に関するテーマを設け、地域の若者が議論し、若者が考える二戸地域のあ

り方を地域に向けて発信する。また、番組内に県からの施策のお知らせコーナーも設

ける。 

  ・4月 委託契約 

  ・4月～3月 放送（年間隔週、計26回放送） 

 ３ 三陸地域連携推進事業 

  三陸沿岸地域の振興を図るため、沿岸広域振興局と連携して次の事業を実施する。 

(1) 「三陸ぐるっと食堂」開催事業 

    食による地域活性化をテーマに、フォーラム、イベントを開催。イベントには、愛
Ｂリーグ加盟団体と県内地域づくり団体が参加予定。 

  ・開催日時：平成28年９月３(土)、４日(日) 

  ・開催場所：岩泉町 旧下閉伊北部家畜市場 

  ・主催：三陸ぐるっと食堂in IWAIZUMI実行委員会（沿岸局、県北局、岩泉町等） 

 (2) 三陸創生実践塾 

    被災地の復興を担う沿岸市町村職員等を対象とした企画・立案研修。主に産業振興
をテーマに年間３回、２泊３日の合宿研修を行った後、最後に塾生の施策構想発表会
を開催。 



平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 

 ３４ 

 項  目 平成28年度の取組方向 

(3) 地域コミュニティ 

の活性化及び交流連

携・移住定住の促進 

（被災者支援） 

３ 被災者相談支援 

(1) 久慈地区被災者相談支援センターの専門家派遣相談 

弁護士、司法書士、ファイナンシャル・プランナー（ＦＰ）による相談会を毎月開
催。 

(2) 専門家及び相談支援員による出張相談 

  ア 専門家合同相談会（野田村） 

弁護士、司法書士、建築士、土地家屋調査士、ＦＰによるワンストップ相談会を
毎月１回（第２水曜日）開催。 

イ 出張相談会 

専門家 開催場所 開催頻度 

弁護士 
洋野町 
野田村 
普代村 

毎月１回 
毎月１回 
２ケ月に１回 

司法書士 野田村 毎月１回 

(3) こころの健康相談に併せた出張相談（野田村） 

久慈地域こころのケアセンターと野田村が実施する「こころの健康相談センター」
（毎週水曜日）に相談支援員を派遣し、健康相談以外の総合相談に対応。 

 ４ 被災者支援機関との連携及び情報共有 

(1) 久慈地区被災者相談支援連絡会及び住宅再建支援部会の開催 

 ア 開催時期 平成28年４・５月予定（１回） 

 イ 開催場所 久慈地区合同庁舎会議室 

 ウ 参加者  連絡会構成員（20機関） 

(2) 野田村復興支援チーム定例連絡会への参加 

野田村と久慈保健所が毎月１回開催している定例連絡会に参加し、被災者支援に関
する取組内容について情報共有。 

(3) 被災者・支援者向けセミナーの開催 

生活再建が本格化していることを踏まえ、被災者の一日も早い生活再建と支援者の
資質向上のため、専門家を講師とした生活再建に関するセミナーを開催（平成 28 年
11月予定）。 

 ５ 復興に係る情報発信の強化 

(1) 定期情報発信 

被災者に対して、各種支援制度や相談会の周知を図るため、「センターだより」の
発行のほか、県ＨＰや市町村広報誌等を活用した情報発信を実施。 

(2) 復興の現場見学会の開催 

管内の復旧・復興の取組状況について、久慈及び二戸地域の住民の理解を深めるた
め、久慈地域の復旧・復興事業現場の見学会を開催。 

  ア 開催時期 平成28年６月（予定） 
  イ 開催場所 久慈地域の復旧・復興現場 
  ウ 参加者数 40名程度 

 

 



平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 

 ３５ 

 

 項  目 平成28年度の取組方向 

12 若者・女性の活躍支援 

(1)  地域の魅力づく

り・発信の促進 

 

 

1 魅力づくり活動の支援 

(1)「北三陸じぇし会プロデュース地域力強化・発信事業」（再掲） 

 ※「地域コミュニティの活性化」参照のこと 

 (2) カシオペア若者定住事業 

① カシオペア若者活動支援事業 
 ※「地域コミュニティの活性化」参照のこと 

② カシオペア若者情報発信事業（再掲） 
 ※「地域コミュニティの活性化」参照のこと 

  

 

 

２ 歴史文化発信活動の支援 

若者を中心とする歴史文化発信活動の支援 

(1) 九戸政実等をテーマとした活動支援 

 若者が地域に誇りと愛着を持ちながら、交流や活動を通じて地域を盛り上げていける

よう支援する。 

 ・ 「九戸政実武将隊」によるイベント時の演舞及びおもてなし活動（13回程度） 

・ 若者が九戸政実等に関する取組を発表する場等として、二戸市観光協会と連携して

「九戸政実フェスタ」を開催（９月） 

・ 地域の若者を中心に開催する市民文士劇を支援（２月） 

 (2) 九戸政実をツールとした情報発信（再掲） 

・ 「マンガ九戸政実物語」「九戸政実ガイドブック」の増刷、ホームページの更新、

ＳＮＳでの発信 

(2) 若者等の就業支援・

地元定着支援 

 

１ 小・中・高校生の地元企業の理解促進 

(1) 小・中・高校生の地元企業の理解促進 

① 受入企業・教員セミナー 

  県、市町村、市町村教育委員会、商工会議所・商工会、ハローワークを構成員とした

「久慈地域キャリア教育推進研究会」の開催。受入企業と教員を対象とした「職場体験

向上セミナー」を開催。 

・久慈地域キャリア教育推進研究会 8月、1月 

・職場体験向上セミナー 1月 

② 地元企業訪問ツアーの開催 

  学生合同企業訪問を開催 

・7月、8月、3月（二戸） 

夏休み等を利用し小中高生の地元企業の理解を促す。１回に5～6社訪問 

・12月（久慈） 管内の高校対象の企業訪問 

 ③ 保護者見学会 

  保護者対象の地元企業見学会を開催し、地域企業の理解を深め地元就職の可能性を高

める。 

  ・年度後半（11月頃）開催予定 

２ 若年者等の就業支援（再掲） 

  ※「7 雇用機会の確保と若者の地元定着」参照のこと 

３ 新規学卒者の定着促進（再掲） 

※「7 雇用機会の確保と若者の地元定着」参照のこと 

(3) 魅力ある企業の育  

成 

 

１ アパレル産業の魅力発信 

学生デザインファッションショー（再掲） 

  ※「ものづくり産業の振興」参照のこと。 

 



平成 28 年度振興施策実施計画（年間） 
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 項  目 平成28年度の取組方向 

13 国体の推進 

 

◯  国体おもてなし広告の設置 

交通の結節点に横断幕等の広告設置を行い、開催機運を高め、県北地域への

来訪者に対しておもてなしの気持ちを伝える。 

【設置箇所】 

九戸ＩＣ出口付近陸橋フェンスに国体横断幕(入口・出口向き、各1枚) 

 

14 北いわて情報発信 

(1) 圏域内の住民への情報

発信の強化 

 

圏域内の住民へ振興局の取組の理解促進を図るため、情報発信を強化 

(1) 県北広域振興局全世帯配布情報誌「北いわて最前線」の発行（９月、３月） 

 

 (2) カシオペア若者情報発信事業（再掲） 

  ※「若者・女性の活躍支援」参照のこと 

 (3)  管内タウン誌の「振興局からのお知らせ」コーナーを活用した情報発信 

  ・月１回：久慈エリアタウン誌「ダ・なす」での管内への情報発信 

 (4) 効果的な広報活動を検討するため、局内担当者による会議を開催 

(2) 圏域外での北いわての

認知度向上 

圏域外での北いわての認知度向上のため、ＳＮＳや報道機関を活用した情報発信を強化 

 (1) 局HP、Facebookやイーハトーブログ等のインターネットを活用した情報発信（随時） 

 (2) 北三陸じぇし会と共同した地域情報の発信（再掲） 

 ※「若者・女性の活躍支援」参照のこと  

 (3) 報道機関との定例懇談会を開催し、報道機関へ情報提供（月１回） 

 (4) 効果的な広報活動を検討するため、局内担当者による会議を開催（再掲） 

 



３７ 

 

                              

 

県北広域振興局経営企画部県税室の平成 28年度の取組み（主要課題） 

 

  

組織ミッション：適正・公平な税務行政の執行により県民生活向上の基盤である県税収入を確保し、 

「希望郷いわて」の実現を目指します。 

 

項  目 平成 28年度の取組方向 取  組  内  容 

１適正・公平な

課税の推進

及び課税捕

そく調査の

実施 

○法人二税に係る未届、未

申告法人等の整理促進 

○実態調査の実施による申告指導、決定、除却処分の計画的

な実施  

○自主決定法人の計画的な調査の実施 

○不動産取得税に係る中

間登記省略の課税捕捉

調査の推進 

○税務署、市町村及び登記調査の実施 

 

○軽油引取税に係る混和

消費等不正軽油の撲滅

に向けた調査等の推進 

○特徴者、販売店、需要家及び免税軽油使用者の計画的な調

査の実施 

○路上抜取調査(10月二戸) 

２滞納整理の

推進による

収入未済額

の縮減 

○滞納事案に即した滞納

処分の執行 

○計画的な滞納整理の実施と方針検討（毎月） 

○電話催告も含め、効果的な滞納整理方法の検討と実施 

 

○個人県民税の徴収支援

強化による収入確保 

○市町村と連携した滞納

処分の推進 

○滞納整理機構との連携 

○市町村の実情に応じた徴収支援策の協議及び実施 

○県税還付金の市町村への情報提供 

○共通滞納者の情報共有と連携による滞納処分の執行 

○機構個別検討会への参加 

 

３東日本大震

災津波への

対応 

○震災・復興対応税制の運 

 用 

○復興特区法や県税条例等に基づく減免等の適正な運用 

 

４二戸と本局

との業務連携 

○本局と二戸との業務連

携、業務支援の推進 

○業務連携に係る打合せの実施（年度３回） 

○研修会の共同実施 

家屋評価研修（久慈主催） 

新任税務職員研修（二戸主催） 

滞納処分研修（久慈主催） 

○収入未済目標額に関する打合せ 

○(軽油)路上抜取調査(二戸地区) 

○表示登記調査の共同実施 

 



   ３８ 

 

                  

 

二戸地域振興センター県税室の平成 28 年度の取組み（主要課題） 

 

  

組織ミッション：適正・公平な税務行政の執行により県民生活向上の基盤である県税収入を確保し、 

「希望郷いわて」の実現を目指します。 

項  目 平成 28年度の取組方向 取  組  内  容 

１適正・公平な

課税の推進

及び課税捕

そく調査の

実施 

○法人二税に係る未届、未 

申告法人等の整理促進 

○実態調査の実施による申告指導、決定、除却処分の計画的 

な実施 

○不動産取得税に係る中 

間登記省略の課税捕捉

調査の推進 

○税務署、市町村及び登記調査の実施 

 

○軽油引取税に係る混和

消費等不正軽油撲滅に

向けた調査の推進 

○特徴者、販売店、需要家及び免税軽油使用者の計画的な調 

査の実施 

○路上抜取調査の実施（10月二戸局） 

 

２滞納整理の

推進による

収入未済額

の縮減 

○滞納事案に即した滞納

処分の執行 

○計画的な滞納整理の実施と方針検討（毎月） 

○管理表による進捗管理（毎月） 

○分納不履行者に対する早期催告（毎月） 

○個人県民税の徴収支援 

強化による収入確保 

○市町村と連携した滞納 

処分の推進 

○滞納整理機構との連携 

○機構個別検討会への参加 

○市町村滞納整理への職員派遣 

○県税還付金の市町村への情報提供（6月から 3月） 

○共通滞納者の情報共有と連携による滞納処分の執行 

 

○二戸地域市町村連携の 

取組み 

○連携による取組みの検討と滞納整理の執行 

３東日本大震

災津波への

対応 

○震災・復興対応税制の運 

 用 

○復興特区法や県税条例等に基づく減免等の適正な運用 

４二戸と本局

との業務連携 

○二戸と本局との業務連 

携、業務支援の推進 

○業務連携に係る打合せの実施（年度 3回） 

○研修会の共同実施 

家屋評価研修（久慈主催） 

新任税務職員研修（二戸主催） 

滞納処分研修（久慈主催） 

○収入未済目標額に関する打合せ  

○（軽油）路上抜取調査（二戸局） 

○表示登記調査の共同実施 

 


